
スター選手の多いチームだけに打ち合わせは綿密に行う。

今大会でブレイクした選手の一人、ヴィジャ。

スタッフたちの努力があるからこそ、選手たちもいいプレーが披露できる。

いつもと同じ味を心掛けるシェフの手料理。

ピッチサイドでもスタッフと連絡を取り合っている。
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　昨日は大勝したが、アラゴネス監督は反

省点と次戦のミーティングを行った。選手が

地から足を離さないように落ち着かせた。そ

れにしても昨日の試合は若手が力を発揮す

るのには絶好のチャンスだった。

　大会がスタートしたということもあり広報

部長パロマもこれまで以上にハードなスケ

ジュールをこなしている。練習の合間にでき

たわずかな時間に彼女との話し合いの場を

持とうとするのだが、電話やトランシーバー

が絶え間なく鳴る……。

　まだカーメン合宿場に入ったばかりという

こともあり、警備部長との入念な打ち合わせ

で選手に支障が出ないようにするというの

も私の仕事だ。予想しないときに起こるアク

シデントをより少なくするというのも、トラベ

ルマネージャーの大きな使命なのだ。

　一昨日の大勝でスペイン国内は大騒ぎだ

と広報部長パロマが教えてくれた。チームの

ユニフォームは次 と々売れ、マドリードのコロ

ン広場は、スペインカラーの赤一色に染

まっていると言っていた。

　確かにスペイン代表は観客を魅了する

サッカーができたと思う。

　これまで母国の代表を誇りに思えなかっ

た国民がようやく誇りに思える。そんなチー

ムに、今のスペイン代表は変化しているの

かもしれない。

　明日からスペイン代表チームの戦いが始

まる。初戦の相手、ウクライナはこれまでに

対戦したことがあるが、なかなか手強い相

手だ。ドクターのボラスは怪我を引きずる

　誰もが予想していなかった大勝であった。

ウクライナに勝利できると確信していたが、

この結果には驚かされた。ヴィジャが試合

前に必ず得点すると言っていたけれど、約

束を果たすとは思ってもみなかった。

　サウジアラビア戦を前にホテル入りする

選手団をチェックする仕事は簡単なようだ

が、準備がしっかり出来てないと予想外のハ

プニングが起きてしまう。こういう時は、セ

キュリティー部長との連携が非常に重要に

なってくる。

　本大会はこれまで以上に、非常に厳しい

警戒態勢で臨んでいることもあり、思った以

上に時間を要するというのが特徴的だ。

　話は変わるが、コック長の話によるとMF

のアルベルダは非常に食べ物に対して厳し

いようだ。大柄の選手は大食いというイメー

ジとは裏腹に小食だと言っていた。

　ちなみに食材はスペインから持ってきた

モノと現地で仕入れるモノがある。この入手

　すごく良いムードでスタジアムに入った

選手たちだったが、ゲームではチュニジアを

相手に非常に苦しんだ。ウクライナ戦が派手

な内容だっただけに次戦に向けて課題が

残った。一戦目で活躍したヴィジャは試合後

とても寂しそうな表情を見せていた。しかし

決勝トーナメント出場を決め、チーム全体は

良いムードが継続している。

　スペインの新聞では、決勝トーナメントの

相手チームについて大きく分析、紹介され

ていた。

　私は決勝トーナメント１回戦の相手には

フランスだけは避けられればと思っていた。

フランスが１位通過でなければ、そう強い

チームではないはずだとも考えていたのは

確かだ。ただ、スペインは次の戦いで勝つこ

とが先決で、まだ相手を選ぶことはできな

いのである。

　昨日のサウジアラビア戦はこれまで試合

に出ていなかった選手が主に起用された。

これはすでに決勝トーナメントに出場が決

まっているからであった。代表選手として長

年プレーしてきたカニサーレスは代表引退

をすでに表明している。

　それまでの代表チームへの貢献に感謝

を込めて、アラゴネス監督は彼を起用する

と試合前から言っていた。

　アラゴネス監督はカニサーレスが前大会

直前で負った怪我がなければ、レギュラーと

してワールドカップに出場するチャンスが

あったと思っているようだ。マスコミからは第

２ゴールキーパーのレイナをどうして起用し

ないのかという声もあったが、頑固親父のよ

うな風貌であるアラゴネス監督は、スペイン

の中でも新しい戦術を積極的に試すなど、

非常に柔軟な考えを持った人物なので彼を

器用したんだと思う。

　試合後、カニサーレスと話す機会があっ

たが、彼は目に涙を溜めて喜んでいた。カニ

先も私達が事前に調べ、コック長の合意を

得て業者を雇っている。

　肉はドイツのもので魚はスペイン産のも

のを扱う業者と直接取引きをすることにした。

魚だけは国によって全く違ったものを食べる

ことがあるから注意が必要なのだ。

　コックはおいしいものを作るというのが仕

事だが、優先されるのはいつもの味である。

それは、選手に普段通りの生活をしてもらう

というのが狙いだからだ。

　ついにドイツの旅が最終日を迎えた。27

日の対フランス戦はゲームを支配していた

だけに負けるとは思っていなかった。皮肉に

も、なぜフランスがグループで２位になった

のか考えることもあるが、これもサッカーだ。

　実は私も、トラベルマネージャーとして、こ

の試合が終了する前からスペインへ戻る翌

日のチャーター便の交渉をしていたのだっ

た。これまでFIFAがドイツ国内の手配をして

くれていたが、負けが決まるとその後は各国

の協会に再び主導権を握らせる。よって、マ

ドリードまでは私がコーディネートすること

になる。入国時より短い時間で解決するとい

う要求だったが、専用機ということもあり比

較的簡単に事は進んだ。

　今大会、私に従属してくれた旅行代理店

のスタッフ、FIFAのエージェント、そしてチー

ムスタッフの協力に感謝をしたい。

　それにしても今回こそは、確かな手応えを

感じることができたチームだけに残念だ。こ

の大会で大きく成長した若手選手、セスク、

シャヴィ・アロンソ、ヴィジャ、そして F・トー

レス。まだまだ成長期にある彼らが次回大

会やヨーロッパ選手権でさらに成長し、代表

に戻ってくることを期待して日記を終わらせ

ることにしよう。

選手の様子を診ながら「ラウールは皆が

思っている以上にコンディションは悪くはな

い」と言う。ただ試合のリズムが戻っていな

いだけで、いずれは調子が戻るだろうと言っ

ていた。ドクターのボラスも代表での経験

は長く、非常に信頼のできる人物だ。

　今回のスペイン代表を優勝候補に挙げ

る人は前大会ほど多くはないので、チーム

にとってはプレッシャーもなく良い傾向だ。

それだけに若い選手に期待がかかる。

サーレス本人が前大会の件で苦しんでいた

のをアラゴネス監督はよく知っていたのだろ

う。アラゴネス監督は選手に対してそういっ

た気配りをよくしている。例えば、チュニジア

戦で調子を出し切れなかったヴィジャのリズ

ムを取り戻させるために、サウジアラビア戦

でも起用するなど、選手のコンディションか

らメンタルまでしっかりケアしている。
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